
【レジリエンス強化】自社を“火元”にしない
防火・防災 リスクマネジメントセミナー

事業継続力強化・企業リスク管理強化支援

京都商工会議所 主催 / 東京海上日動火災保険株式会社 協力

■日時 令和６年11月12日(火) 15:30～17:00

■会場 京都商工会議所 7-CD会議室
〒600-8565 京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78 京都経済センター7階 

■定員 会場参加・先着60名

※参加証は発行いたしません。当日会場に直接お越しください。

■内容 実際に発生した火災での被害事例を基に、火元にならないために日ごろからできること、
自社の近隣で火災が発生した際に必要な対応、火災が発生した後にどのような対応が
必要かを体系的に学び、自社のリスクマネジメントに必要な知識を習得します。減災に
必要な設備だけでなく、従業員への教育や、日頃より効果的なリスク管理策をご紹介い
たしますのでぜひ御社の経営にお役立てください。

■講師 東京海上日動火災保険株式会社
京滋損害サービス部 火災新種損害サービス課

溝端 健一 氏

2023年の火災件数は38,659件であり、京都（市内）でも約200件の火災が発生しました。自社を火元と
してしまった場合、どのような対応が必要でしょうか。また火元とならないためには どのような事前の備えが必要で
しょうか。火元の建物は約50％が非住宅施設であり、中小企業の火災への対策が大きな減災に繋がります。
本セミナーでは実際に発生した中小企業での火災事例を基に、火災を発生させない会社経営のためにどのよ
うなリスク管理が必要か体系的にご案内します。

■申込

・講師と同業の方のご参加はご遠慮願います。
・個人情報は、本事業の管理・運営のため主催者の各種連絡・情報提供に利用させていただく他、
  講師、および京都府補助金を活用しているため京都府へ参加者名簿（事業所名、役職、氏名）
 として提供する場合があります。 

電線メーカーへの勤務後、2009年東京海上日動火災保険株式会社に
入社。京滋損害サービス部・火災新種課にて企業火災・企業賠償責任
保険の保険金支払・サービス業務に従事。年間2,000件、延べ2万件
以上の火災・賠償事故対応を行い、長年の実務経験を活かし広域災害
対応や、中小企業への事故発生後の再発防止策支援を行う。
1967年生まれ、兵庫県出身。

京都商工会議所 第２回リスクマネジメントセミナー

■注意事項

参加無料

京都商工会議所 会員部 共済・雇用労務支援課 村上・古賀・綿貫 
TEL 075-341-9763／MAIL kyousai@kyo.or.jp 

■お問合せ

https://www.kyo.or.jp/s/121772
※申込締切 11月5日（火）まで
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